
用語解説 

用語 解説 

人生会議（ACP） 

もしもの時に、自分が望む医療やケアを受けるために、本人、家族、医療・

ケアチームと元気なうちから繰り返し話し合い、共有する取り組みのこ

と。 

地域ケア会議 

「地域包括支援センター」で受けた相談内容のうち、支援困難事例や専門

的な判断が必要な事例の場合に、地域の保健福祉関係者や保健福祉サ

ービス機関、医療機関、各関係所管等と地域包括支援センターが連携し

て保健福祉サービスの相談・調整を総合的に行う会議。 

入退院支援ルール 

要介護・要支援者及び退院支援が必要な方が入院または退院するにあた

って、病院等と在宅関係者が円滑に連携し、患者情報を共有するための

標準的なルール。 

MCS（メディカル・ケア・ス

テーション） 

医療・介護関係者が連携を図るため情報共有システム。患者や利用者の

情報を共有することが出来る多職種連携ツール。 

MCI（軽度認知障害） 

記憶などの認知機能に低下がみられるものの、日常生活への支障が大き

くなく、認知症とは診断されない状態。原因や経過は多様で、状態が維

持・改善する人、認知症へ移行する人がいる。 

本人ミーティング 
認知症の人本人が集い、本人同士が主となって体験、希望、必要なこと、

暮らしやすい地域等を語り合う場。 

認知症地域支援推進員 
認知症の人・家族等への相談支援、医療・介護・地域の連携、地域資源づ

くり等を進める専門職。本市では各地域包括支援センターに配置。 

認知症初期集中支援チーム 
認知症が疑われる人や認知症の人、家族等を訪問し、医療・介護の導入

調整や家族支援等を一定期間集中的に行う多職種チーム。 

オレンジカフェ 
認知症の人、家族、地域住民、専門職等が参加し、交流、相談、情報交換

等を行う身近な場。 

チームオレンジ 
認知症の人・家族等の希望や支援ニーズと、認知症サポーター等による

地域活動をつなぐ取組。 

若年性認知症 
65 歳未満で発症する認知症。就労、子育て、経済、障がい福祉等を含む

年代特有の課題に応じた支援が必要。 

意思決定支援 
本人が理解し、考え、意思を表し、実現できるよう、情報提供、選択肢、時

間、環境、コミュニケーション等を整える支援。 

認知症バリアフリー 
認知症の人が日常生活・社会生活を営む上で障壁となる環境、制度、慣

行、情報、周囲の理解等を減らす取組。 
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